
参考資料 

実験に使用する機器 
〇VRゴーグル（Oculus Quest2） 

 
 
VRゴーグルの中で最もメジャーで、コストパフォーマンスが高いとされてい

る機器です。 
 
 
 
 
 
 
 



〇心電計（Polar H10） 

 
実験において心電図を測定する際の１つのスタンダードとなっている最も安価

な機器。肋骨下部に直接巻くことで心電図を計測する。現在は Android OS で

しか測定ができないため、使用する被験者は Android ユーザーに限られる。 
 
 
〇視線推定機器（Tobii proナノ(PCスクリーン下部)） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



〇VRコミュニケーションツール（horizon Workrooms） 

 
 
「HorizonWorkrooms」は、VR空間内でアバターの姿でミーティングができる

サービスです。デスクの位置を現実と同期させる機能、ホワイトボード機能、

リモートデスクトップとキーボードの認識を使ってPC画面を操作できる機能や

ビデオ通話機能なども搭載、となかなか機能が充実しています。 
これまでも「Oculus Rooms」「Facebook 
Spaces」など少人数向けのVRコミュニケーションツールを提供してはサービス

をクローズさせていたフェイスブックですが、VR普及を目指すQuest 
2向けにいよいよ本気を出してきました。 
なお、名称の頭についている「Horizon」は、フェイスブックが2019年に発表し

たVRSNSの名称です。こちらはオープンにコミュニケーションをとれるバーチ

ャル空間を目指して現在米国でオープンベータテスト中です。 
(https://www.moguravr.com/horizon-workrooms/) 
 
基本的に、「椅子に座ってMTGを行う」ためのツールで画面共有をVR空間内

で行えるという強みがあります。 
 
 
 
 
 
 



〇VRコミュニケーションツール（Spatial） 

 

「アバター同士の距離によって音声の大きさが変わる」という、より現実に近

く、多人数空間の中で少人数グループで現実のように話ができるという点が特

色です。基本的に動き回ることを前提としているので、PC 画面を自由に出すな

どは可能ですが、MTG 中にそれぞれの PC 画面を見るなどの作業には向いていま

せん。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



〇VRコミュニケーションツール（Immersed） 

 
Immersed とは、PC を使った仕事環境を VR空間上に構築することを指向した VR

アプリケーションです。他の VRコミュニケーションツール同様、複数人で対

話ができます。空間上には椅子が設置されており、参加者はそこに座る形で、

基本は動かないことを前提として作られています。 

他との違いは、自身の PC スクリーンを最大５スクリーンまで目の前に表示す

ることができ、そのスクリーンの他者への共有は共有したいスクリーンを１つ

選んで行うことができます。また、他の参加者には共有されたスクリーンが各

自の目の前に表示されますが、そのスクリーンの場所を自分の好きな場所に移

動できるなど、とにかく各自の PC スクリーンを VR空間上に表示してそのまま

作業できることに特化したアプリケーションです。 

 


